
全
学
同
窓
会
結
成
3
年
、「
完
成
」の
年
に
向
け
て

大
学
、在
学
生
支
援
に
全
力

い
よ
い
よ
「
完
成
年
度
」
へ

　

全
学
同
窓
会
も
結
成
さ
れ
て

三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
役
員

も
二
期
目
と
な
り
、
一
部
に
入

れ
替
え
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ

ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
今
期
も
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
期
の
二
年
を
終
了
し
た
時

点
で
全
学
同
窓
会
は
発
足
し
て

四
年
を
経
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
報
の
新
た
な
展
開
目
指
す

　

広
報
活
動
と
し
て
は
、
こ
の

同
窓
会
報
を
今
後
も
毎
年
定
期

的
に
三
回
発
行
し
、
全
国
各
支

部
を
は
じ
め
す
べ
て
の
卒
業
生

に
お
届
け
し
ま
す
。
今
後
は
さ

ら
に
記
事
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
も
全
学
同
窓
会
と

し
て
統
合
さ
れ
た
会
報
の
実
現

を
今
期
の
う
ち
に
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
統
合
さ
れ

た
同
窓
会
報
を
す
べ
て
の
卒
業

生
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
は

じ
め
て
全
学
同
窓
会
結
成
の
意

義
を
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
え

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

七
月
こ
ろ
に
は
工
事
が
終
了
す

る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
完

成
す
れ
ば
記
念
館
の
三
階
の
フ

ロ
ア
す
べ
て
が
同
窓
会
で
使
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
学
同

窓
会
を
は
じ
め
各
学
部
等
の
同

窓
会
も
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
緊
密
な
連
携
の
下

で
会
の
運
営
が
行
え
ま
す
。
こ

れ
は
市
大
同
窓
会
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
節
目
と
な
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

機
に
是
非
と
も
同
窓
会
報
の
統

合
も
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

五
代
友
厚
の
銅
像
建
立

　

最
後
に
五
代
友
厚
の
銅
像
建

立
に
つ
い
て
で
す
。
五
代
は
言

う
ま
で
も
な
く
大
阪
市
立
大
学

の
前
身
、
大
阪
商
業
講
習
所
の

設
立
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
人
で
す
。

　

私
た
ち
が
市
大
の
淵
源
を
た

ど
る
と
大
阪
商
業
講
習
所
に
行

き
当
た
り
、
そ
し
て
五
代
の
名

を
目
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

五
代
に
つ
い
て
そ
の
他
の
こ
と

を
知
る
機
会
が
あ
ま
り
な
く
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
知
ら
な
い
人
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
五
代
は
市
大
で
学

ん
だ
私
た
ち
に
と
っ
て
恩
人
の

一
人
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
現
在
の
大
阪
証
券
取
引

所
や
大
阪
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
幾
つ
も
の
企
業
を
設
立
し
て

大
阪
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄

与
し
た
大
阪
の
恩
人
で
も
あ
り

ま
す
。
私
自
身
ま
だ
よ
く
知
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
大
の
卒
業
生
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
市
大
で
学
ぶ
学

生
た
ち
に
も
五
代
の
功
績
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

五
代
の
銅
像
建
立
の
提
案
は

は
じ
め
商
友
会
か
ら
出
さ
れ
、

経
友
会
も
賛
同
さ
れ
て
全
学
同

窓
会
で
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
銅
像
建
立
だ
け
で

な
く
理
解
を
深
め
る
た
め
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
置
も
含
め

て
推
進
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の

賛
同
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
旨
を
大
学
に
申
し
入
れ
て

い
ま
す
。

　

銅
像
の
建
立
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
設
置
に
必
要
な
原
資
は
寄

付
に
よ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
全
学
同
窓
会
と
し
て
全
力

を
挙
げ
て
こ
れ
に
取
り
組
む
所

存
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
是

非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平素より
大阪市立大学
の教育研究活
動へご理解とご
支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　皆様ご承知の通
り大阪市立大学は
我が国最初の市立
大学であり、本年で
創立135周年を迎

えます。公立大学としては最も歴史があ
る最大規模の総合大学の一つです。前身
の大阪商科大学の開学にあたって、当時
の大阪市長・関一は、「都市・大阪を背景
とした学問の創造」を目指す大学として
「国立大学のコッピー（コピー）であって
はならぬ」と述べました。この言葉は現在
も本学の建学の精神として脈 と々引き継

大阪市立大学 夢 基 金 の 実 施 要 領夢基金─ご協力のお願い─

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

夢
あ
る
人
材
育
成
の
た
め
に

がれています。
　このたび、広く学内外の皆様から
のご支援を仰ぎ、「大阪市立大学夢基
金」を設立し、広く世界に貢献する人

材の育成や、より高度な研究の推進とそ
の成果の社会への還元、高水準の教育研
究を進展する施設基盤の充実等を進める
ことといたしました。
　尚、本基金の前身である「大阪市立大
学はばたけ夢基金」は昨年9月を持って
終了いたしました。おかげをもちまして、
7億5000万円を超える総計となりまし
た。長きにわたりご支援を賜り感謝申し
上げます。
　卒業生の皆様におかれましては、本学
の展開にご注目いただきますとともに、何
卒「大阪市立大学夢基金」の趣旨をご理
解いただき、お力添えを賜りますようお願
い申し上げます。

大阪市立大学
理事長兼学長

西澤良記

●大阪市立大学が行う教育・研究・地域貢献・医療など
諸活動に資することを目的としています。
●基金の一部は「積立金」として運用し、一部は「事業資金」
として単独または大学の他の資金と併せて下記事業に
活用します。
１） グローバル人材の育成
２） キャンパス施設・環境整備
３） 教育・研究・医療環境の充実

目的及び活用1

●大学指定「ゆうちょ銀行」払い込み及び銀行振り込み等、
その他大阪市立大学夢基金ホームページからも申し込
みできます。（詳細は事務局へ照会願います）
●寄付金は受領書を添えて確定申告すれば、税法上の優
遇措置として寄付金控除が可能です。

寄付の申し込み並びに税法上の優遇措置2

●大学では、寄付金に対し「感謝の気持ち」として顕彰制
度を設けています。

その他3

　

年
次
進
行
と
と
も
に
活
動
費

が
整
備
さ
れ
て
い
く
現
在
の
方

式
で
は
四
年
目
で
活
動
費
も
フ

ル
と
な
る
、
言
わ
ば
「
完
成
年

度
」
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
、
同
窓
会
活

動
全
体
と
し
て
の
形
も
こ
れ
か

ら
の
二
年
間
で
整
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

各
学
部
等
の
同
窓
会
が
卒
業

生
の
親
睦
を
第
一
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
全
学
同
窓
会
で

は
大
学
お
よ
び
在
学
生
へ
の
支

援
と
全
国
に
あ
る
各
支
部
の
活

性
化
を
主
な
目
的
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
二
年
間
で
あ
る
面
で

は
そ
の
形
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、

ま
た
、
別
の
面
で
は
課
題
が
見

え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
下
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
に
発
足
し
た
夢
基
金

　

大
学
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
「
は
ば
た
け
夢
基
金
」
が
昨

年
の
九
月
末
で
五
年
間
の
期
限

が
来
た
の
を
機
に
、
十
月
よ
り

新
た
に
「
大
阪
市
立
大
学
夢
基

金
」
を
設
立
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
、
キ
ャ
ン
パ
ス
施

設
・
環
境
整
備
、そ
し
て
教
育
・

研
究
・
医
療
環
境
の
充
実
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

｢

夢
基
金｣

に
つ
い
て
は
期
限
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、同

窓
会
と
し
て
今
後
末
永
く
支
援
・

協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
学
支
援
の
も
う
ひ
と
つ
の

柱
は
在
学
生
へ
の
支
援
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
公
務
員
や
教
員
を
志

望
す
る
学
生
に
対
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

卒
業
生
の
協
力
を
得
て
、
い
ろ

い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
場
を
設
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
海
外
へ
挑
戦
し
よ
う
と
す

る
学
生
へ
の
支
援
も
経
験
者
の

協
力
を
得
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
今
後
も
続
け

て
ま
い
り
ま
す
が
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
公
開
講
座
の
支
援
を

行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
商
経
講
座
や
理
工
系
講
座

と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で

す
が
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
の
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と
で
、
学
生
た

ち
の
視
野
を
広
げ
て
も
ら
お
う

と
す
る
の
が
そ
の
ね
ら
い
で
す
。

全
学
同
窓
会
の
新
拠
点

　

昨
年
の
新
年
の
ご
挨
拶
で
少

し
触
れ
ま
し
た
が
、
田
中
記
念

館
の
同
窓
会
館
化
へ
向
け
た
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の

平成
27年

同窓の受章
おめでとうございます

平成26年秋の叙勲

オランダ国王から勲章

旭日大綬章

オラニエ・ナッソー勲章オフィサー章

坂根正弘 氏

尾山 基 氏

大阪市立大学工学部昭和38年卒業、元コマツ社
長、現コマツ相談役（特別顧問）。
現在、政府関係の「産業競争力会議」「まち・ひと・
しごと創生会議」等のメンバーに名を連ねる。同氏
の執筆「私の履歴書」が平成26年11月から1カ月
にわたり日本経済新聞に連載。

大阪市立大学商学部昭和49年卒
業、現有恒会会長、現大阪市立大
学同窓会副会長、現アシックス社
長。現在、日本スポーツ産業学会
会長。

大阪市立大学同窓会
会長　児玉隆夫

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

市
大
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、新
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

一
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
う
か
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

1 2015年1月15日
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　この平成26年4月に営業を開始い
たしましたMedCity21は人間ドック
等を中心とした健診施設として、皆
様のお支えのもと少しずつではあり
ますが軌道にのってまいりましたこ
と深く感謝いたします。
　当施設では同窓生の皆様の健康に
寄与させていただければとささやか
ではございますが人間ドック受診の
割引を実施させていただきます。

①特別割引対象コース
　MedCity21の人間ドック（4コー
ス）と専門ドック（4コース）の自費
人間ドックのみ。
　※健康保険組合等で補助金を利用 
して受診する人間ドックは対象外
になります。各種補助金を利用し
て人間ドック受診をご希望の際は
お問い合わせください。

②特別割引料金
　3,000円（一律）
③お申込方法
　電話番号06-6624-4011（予約専用
電話）へご連絡ください。
　※大阪市立大学全学同窓会会員で
あること、「お名前」・「卒業年度」・
「卒業学部」をお伝えください。同
窓会事務局へご本人確認後に改め
て予約確定のご連絡をいたします。

人間ドックコースの詳しい内容や施
設の詳細は「MedCity21」ホーム
ページをご覧ください。
URL　http://www.medcity21.jp/

　皆様の健康のお手伝いをさせてい
ただきたく、職員一同お待ち申し上
げております。

　ホームカミングデー参加行事の一環とし
て、新クラ（大阪市大新聞OB会）主催、学
生メディア団体「Hijicho」の協力でボラン
ティア団体「水の声」代表の南茂さんによ
る講演会「大和川の源流をたずねて」が開
催された。
　講師の南さんは大和川の源流を探求する
活動のほか、大和川の清掃や創作阿波踊り
による老人ホームへの慰問活動など幅広い
活動に取り組まれている。
　講演は大和川の河口である大阪湾から上
流に向かって遡りながら進められた。大和
川に関連する逸話や名所、お祭りなどの文
化について、時に即興の詩歌を織り交ぜな
がら紹介され、集まった人々からは時折笑
みがこぼれるなど会場は終始楽しげな雰囲

気であった。
　１７７本の支流からなる大和川は、源流とさ
れる場所はいくつもの説があり、大和川の最
初の一滴の水はどこから流れているのか、そ
の実態は謎に満ちているのだそうだ。
　大和川は杉本キャンパスのすぐ南を流れ
ており、市大とのかかわりも深いが市大生
の関心はさほど高くない。この講演が一つ
のきっかけとなり、より多くの市大生が大和
川に関心を持ち、清掃活動や生態調査など
大和川を通じた活動が今まで以上により活
発になれば、大変意義あるものと評価でき
る。この講演会には、大学側から生活科学
部研究科長・西川禎一教授に来賓として出
席いただいた。
（Hijicho代表・ 法3回生　町田和紀）

第
13
回 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

第
64
回 

銀
杏
祭
開
催

　

１１
月
３
日（
月
）午
後
１
時
、

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
１０
階

の
大
会
議
室
に
て
、
大
学
主
催

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
集

い
が
開
か
れ
、
２
０
０
余
名
が

参
加
し
た
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

最
初
に
、
大
阪
市
立
大
学
理

事
長
兼
学
長
の
西
澤
良
記
氏
の

挨
拶
が
あ
り
、
特
に
、
大
阪
府

大
と
の
統
合
問
題
に
関
連
し
、

大
阪
府
大
と
の
共
同
作
業
と
し

て
「
新
・
公
立
大
学
」
大
阪
モ

デ
ル（
基
本
的
な
考
え
方
）に
つ

い
て
詳
細
な
る
説
明（
別
途
参

照
）が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
阪
市
立
大
学
夢
基

金
に
関
し
、「
平
成
２１
年
１０
月
１

日
よ
り
募
集
し
て
い
た
『
大
阪

市
立
大
学
は
ば
た
け
夢
基
金
』

は
平
成
２６
年
９
月
３０
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
皆
様
よ
り

賜
っ
た
寄
付
金
は
お
よ
そ

７
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
り
、

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
を

継
承
す
る
た
め
に
も
、
平
成
２６

イノベーションジャパン2014
に出展

大
阪
市
立
大
学
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た

人
間
ド
ッ
ク
特
別
割
引
の
実
施

　恒例の展示会が9月11日～12日にわたり東京ビッ
グサイトで聞かれた。
本学からの出展4点は次の通り。
1）　医療分野：
テーマ「多機能OCTを用いたマイクロ断層診断
法～皮膚・軟骨・複合材料等への応用」
（工学研究科・佐伯准教授）

2）　装置・デバイス分野：
テーマ「過熱水蒸気の利用技術向上のための
蒸気・空気混合比の測定装置」
（工学研究科・伊與田准教授）

3）　低炭素・エネルギ一分野：
テーマ「多機能エネルギーセンサーによる革新
的省電力ソリューション技術の開発」
（工学研究科：辻本教授）

4）　ライフサイエンス：「miRNAプロファイルモジュ
レーションシステムの開発」
（工学研究科・立花准教授）

　11日午後6時から西澤学長、大嶋副学長（産学連
携担当）、辻本教授等を囲んで同窓会東京支部有志
を中心に懇親会が開催され、参加者28名が自己紹
介、最近の話題などで会場は盛り上がった。（編集部）

「新・公立大学」

　昨年4月、大阪市長より大阪府大との統合問題に関し、
両大学で主体的に大阪における公立大学のあり方につい
て検討することの指示がありましたことは前号でお知ら
せしました。その後、両大学で検討を行い、その基本的な
考え方を取りまとめた概要は次の通り。

　1．都市大阪の公立大学に求められるもの

1） 大阪のグローバルな発展を牽引する存在をめざす。
2） 大阪における複層的課題に対応する「地」の拠点と
して大阪の発展を牽引するため、地域課題解決型
の公立大学をめざす。

　2． 両大学のリソース

統合により、文系から理系・医学・獣医学分野まで持
ち、総合性があり、突出した規模を持つ公立大学が誕生
する。
両大学の有するリソースを最大限に活かすことにより、
教育力、研究力及び地域貢献力の向上が図られ、新た
な公立大学のモデルとして、大阪の発展を牽引する。

　3． 新大学のめざすもの

1） 大阪を牽引する、グローバル人材の育成を行う。
2） 先端研究、異分野融合研究に重点的に取り組む。
3） 大阪の課題に積極的に取り組む。

　4． 新大学のめざす教育研究組織及び運営基盤

　5． 新大学の都心拠点

新大学の開学に合わせ、都心部に象徴となるグローバ
ルキャンパスを展開する。

　6． 新大学の貢献

1） 地域貢献として日本の成長エンジンとして持続的
に発展する大阪―大学が創る大阪のリバイタリゼー
ションをめざす。

2） 新大学では、両大学の持つ資源を最大限活用し、
研究領域の広がりにより領域の垣根を越えた融合
研究が展開できることになり、新たなイノベーショ
ンを創出し、更なる大阪の発展に貢献する。

　7． 新大学の実現に要する期間

両大学を統合した新大学の設置は、戦後の大学史の中
でも稀に見る規模のものであり、適切なステップを踏み
ながら、進めていく必要がある。

　8． 新大学へ向けた当面の連携強化

1） 両大学は、歴史、伝統、校風、展開分野に違いがあ
るものの、教育、研究、さらには地域貢献において、
大阪に向かう志向性には類似なものがあり、これ
まで、それぞれの分野で連携事業を推進してきた。

2） 現在の両大学の教育組織をベースに更なる連携強
化を進める。

大 阪 モ デ ル
（基本的な考え方）

年
１０
月
１
日
に
『
大
阪
市
立
大

学
夢
基
金
』
を
設
立
い
た
し
ま

し
た
。
本
基
金
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
一
層
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
要
請

が
あ
っ
た
。
寄
付
者
銘
板
が
紹

介
さ
れ
た
あ
と
、
基
金
の
支
援

に
よ
り
留
学
す
る
こ
と
が
出
来

た
学
生
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
第
６４
代
委
員
長
の
理
学
部
３

回
生
近
藤
雅
典
君
か
ら
「
今
回

の
銀
杏
祭
の
テ
ー
マ
は
異
次
元

ト
リ
ッ
プ
で
す
。
学
内
、
学
外

の
方
々
に
『
異
次
元
』
を
旅
行

す
る
よ
う
に
見
回
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
で
名
づ
け
ま
し

た
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

●
記
念
講
演
会

　

講
師
は
藤
沢
久
美
氏（
生
平

１
卒
）。
現
在
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
・
ソ
フ
ィ
ア
バ
ン
ク
代
表
と

し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
法
政
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員
教

授
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ダ

ボ
ス
会
議
）ヤ
ン
グ
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

ジ
ェ
ン
ダ
カ
ウ
ン
シ
ル
メ
ン

バ
ー
等
の
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を

通
じ
て
、
世
界
中
を
飛
び
回
っ

　

１１
月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け

て
、
大
阪
市
立
大
学
で
は
銀
杏

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
第
６４
回
目

と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
異

次
元
ト
リ
ッ
プ
』
で
あ
る
。
ス

テ
ー
ジ
や
教
室
で
行
わ
れ
る
企

画
、
模
擬
店
等
普
段
の
学
校
生

活
と
は
違
っ
た
楽
し
さ
溢
れ
る

銀
杏
祭
を
〝
異
次
元
〞
に
見
立

て
、
そ
の
〝
異
次
元
〞
へ
と
小

旅
行
に
出
か
け
る
よ
う
な
気
分

で
気
軽
に
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い

う
こ
の
テ
ー
マ
。
そ
の
言
葉
の

通
り
当
日
は
学
内
外
問
わ
ず
多

く
の
人
が
市
大
に
訪
れ
、
終
始

活
気
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

銀
杏
祭
１
日
目
の
始
ま
り
を

盛
り
上
げ
た
の
は
仮
装
パ
レ
ー

ド
で
あ
る
。
当
初
は
外
で
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
あ
い

に
く
の
雨
に
よ
り
場
所
は
第
一

体
育
館
へ
と
変
更
と
な
っ
た
。

て
お
ら
れ
る
。

　

テ
ー
マ
は
「
今
、
世
界
で
求

め
ら
れ
る
人
材
と
は
」。
自
ら
の

豊
富
な
経
験
か
ら
得
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

ダ
ボ
ス
会
議
の
テ
ー
マ
は
、

３０
年
先
の
世
界
を
考
え
て
、
い

ま
ど
う
す
べ
き
か
で
す
。
こ
の

よ
う
に
長
い
視
野
を
持
っ
て
、

過
去
か
ら
学
び
、
自
分
が
い
な

く
な
っ
た
あ
と
の
遠
い
未
来
も

見
据
え
な
が
ら
、
自
分
が
い
ま

何
を
出
来
る
か
、
す
べ
き
か
、

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
人
材
が
い
ま
、
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
過
去
７０
年
間
戦
争

が
な
く
、
若
者
の
大
半
が
大
学

へ
行
き
、
世
界
で
一
番
長
生
き

す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
国
で

す
。
日
本
は
自
然
災
害
が
多
い

で
す
が
、
そ
の
度
に
復
活
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
人

と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
、
日

本
が
独
占
す
る
の
で
は
な
く
、グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
育
成
し
、

し
か
し
な
が
ら
そ
ん
な
悪
天
候

も
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
学

生
た
ち
の
仮
装
姿
に
、
場
内
は

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

２
日
目
は
お
笑
い
芸
人
の

ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ド
ー
ナ
を
司
会

に
招
い
て
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
声

優
の
新
井
里
美
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド

を
招
い
た
音
楽
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、

非
常
に
豪
華
な
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
他
に
もM

iss OCU 
Contes

が
行
わ
れ
た
り
と
、
見

た
い
も
の
が
多
す
ぎ
て
迷
っ
て

し
ま
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
３
日
目
は
、
外
部
か
ら
ア

イ
ド
ル
や
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
呼
ん
だ
ス
テ
ー
ジ
企
画
が

あ
り
、
一
般
の
方
々
も
多
く
市

大
に
訪
れ
た
。
銀
杏
祭
は
学
生

と
地
域
の
人
々
が
交
流
す
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も

あ
る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
人
が
同
じ
ス
テ
ー

ジ
や
企
画
を
見
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。

　

そ
う
し
て
銀
杏
祭
最
終
日
。

名
残
惜
し
い
気
持
ち
を
抑
え
銀

杏
祭
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、

後
夜
祭
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
三
つ
の
軽

音
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
迫
力
あ

る
ラ
イ
ブ
に
よ
っ
て
、
大
歓
声

の
中
第
６４
回
銀
杏
祭
は
終
わ
り

を
告
げ
た
。

　

４
日
間
を
通
し
て
、〝
異
次

元
〞
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し

く
、
ユ
ニ
ー
ク
で
普
段
の
生
活

と
は
違
っ
た
楽
し
さ
に
溢
れ
た

今
年
の
銀
杏
祭
。
来
年
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

「
大
和
川
の
源
流
を
た
ず
ね
て
」

の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

（
大
塚
成
美
・
法
２
回
生
）

●
市
大
新
聞
Ｏ
Ｂ
会
主
催　

講
演
会

大阪市立大学　医学部附属病院
先端予防医療部附属クリニック　MedCity21
〒545-6090大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43
あべのハルカス21階
お問合せ　電話：06-6624-4010
　　　　　FAX：06-6624-8212
   受付時間：月～土　9:00～17:00
   休診日を除く（ ）

（編集部）

日
本
人
は
世
界
に
貢
献
す
べ
き

時
を
迎
え
た
と
の
話
で
締
め
く

く
っ
た
。

（
市
村
麻
梨
愛
・
法
３
回
生
）
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　2014年11月5日、中国・上海市内
において、昨年に引き続き上海ホーム
カミングデーを開催しました。
　大阪市立大学では、毎年11月に上
海で開催される中国最大級の国際工
業製品展示会「中国国際工業博覧会」
に、上海市教育委員会から招待いた
だき出展しています。今年もこの博
覧会のために、宮野副学長ほか大学
関係者が多数上海を訪問する機会を
利用して、上海友好会の協力を得て
現地にて開催されました。
　まず初めに、宮野副学長から最近
の大学の様子を報告し、上海友好会
の平松会長（商昭57卒）から御挨拶を

賜りました。その後引き続いて原田
顧問（商昭43卒）から美術部学生の上
海芸術展の案内をいただいた後、王
副会長（法平12卒）の乾杯の御発声に
より懇親会がスタートしました。本
学卒業生、大学関係者をあわせて約
50名に参加いただき、終始アットホー
ムな雰囲気の中で懇親会は大いに盛
り上がりました。
　大阪市と上海市は今年友好都市提
携40周年を迎えます。大阪市立大学
においても、上海市内所在大学との
学術交流が活発に行われています。
また、上海は本学卒業生が多く、同
窓会活動が活発に行われている地域
でもあります（10月末現在の会員数
132名）。こうしたことをふまえ、大
阪市上海事務所のご協力をいただき、
2013年11月より海外初の本学専任
の常駐スタッフを配置し、学術交流
の促進や同窓会活動の支援を開始い
たしました。国際センターでは、今
後も大学と海外同窓会組織との連携
強化に努めてまいります。

　2014年9月19日、インドネシア・
ジャカルタ市内において、大阪市立
大学同窓会ジャカルタ支部懇親会が
開催されました。ジャカルタ支部か
らは三好名誉会長（商昭45卒）をはじ
め約10名の同窓生が、大学からは、
宮野副学長、国際センター職員1名
が参加しました。
　大阪市立大学同窓会ジャカルタ支
部は、主にインドネシア・ジャカル
タを拠点に現地に駐在している卒業

生を中心に組織されている同窓会で、
安藤支部長（生平7卒）の積極的な働
きかけにより2013年10月に発足しま
した（10月末現在の会員数23名）。懇
親会やゴルフ大会など様々な活動が
活発に行われています。
　今回の懇親会は、宮野副学長が大
阪府主催の留学フェアへの参加のた
め、インドネシアを訪問した機会に
あわせて開催されました。冒頭で同
窓会ジャカルタ支部の方々の自己紹
介が行われ、続いて宮野副学長から、
市大の近況報告が行われました。同
窓会の皆様にとっては、懐かしくも
新鮮な話で、皆様興味深く聞き入っ
ておられました。懇親会終盤には、
宮野副学長から同窓会ジャカルタ支
部へ大学旗が貸与されました。
　今回の訪問を機に、大学と同窓会
の方々との連携がさらに強固なもの
になることを期待しております。

年
代
と
国
境
を
越
え

絆
を
深
め
る

交
流
や
活
動
を
活
発
に
し
て

連
携
を
強
く
す
る

支部 よりだよりだより同窓会

海 外 で も 積 極 的 に 活 動 し て い ま す

 幅広い年代層が集まり
充実のひととき

　山陰地区（島根県・鳥
取県）会員18名が出席
する中、ご来賓として全
学同窓会会長・児玉隆
夫様、有恒会副会長・
羽原顕三様、同・牧野忠
廣様、大阪市立大学副

学長・桐山孝信様、サポーター事務局長・荻本謙二様、の
5名をお迎えして、3年ぶりに山陰支部総会を開催しまし
た。
　山陰支部は、近年2、3年毎をメドに島根県と鳥取県で
交互に総会を行ってきていますが、前回（平成23年10月）
は有恒会山陰支部創立50周年を記念した総会（「有恒会」
から「同窓会」へ名称変更）を開催するなど、歴史ある同窓
会組織となっています。
　今回は、島根県安来市にある「さぎの湯荘」を会場とし
て、昭和31年卒から平成6年卒までの幅広い年代層の同
窓生が一堂に会し、最近の島根県の出来事や県ゆかりの
著名人等の話題紹介、また児玉会長の全学同窓会の現状
についての講演や大学の活動状況の話、懇親会などを通
じて有意義で楽しいひと時を過ごすことが出来ました。
　なお、総会前には、会場近くにある「足立美術館」（米国
の日本庭園専門誌で10年連続日本一に輝く日本庭園を
有し、横山大観の収蔵数が多いことで有名）で庭園、絵画
を鑑賞し、満足度が高いものになりました。
　名残は尽きませんでしたが、2年後をメドに鳥取県での
再会を誓い合い散会しました。

山陰
支部

  発足から6か月
初の総会＆同窓会

　同窓生12名、大阪か
ら4名、福岡支部から1
名の合計17名にて開
会。出席同窓生の内訳
は、医学部3名、生活科
学部3名、商学部2名、
看護学部2名、法学部1

名、文学部1名で開催されました。
　会場には大学旗が掲揚され、同窓会の雰囲気が一杯。ま
ずは第1回総会で半数以上の方が初対面の為、出席者の
自己紹介が行われ総会の環境が整いました。それから議事
に入り、支部規約が承認され、役員選出等が満場一致で可
決され、鹿児島支部が発足会から6か月を経て正式にス
タートしました。
　その後、宮野副学長からお祝いの言葉が述べられ、変わ
りゆく大学の様子や現状について説明を受け、同窓生一同
も杉本町や阿倍野へ思いを馳せました。植田事務局長か
らは鹿児島出身の五代友厚公が語られ、薩摩藩留学生の
話から大阪経済の礎を築き大阪商業講習所を設立された
ことで大学での銅像建設の話がございました。また石村係
長から夢基金の話やキャンパスツアーのお誘いもあり、美
味しい食事を頂きました。
　出席者の最古参は女性が昭和36年卒の看護学部の宇
住庵さんと黒木さん、男性が昭和41年法学部修士の別府
さんで一番の若者は昭和56年卒の満薗さんで同窓会を
盛りあげていただき、最後は逍遥歌で締めくくりました。

（中村俊久・商昭47卒）

 会員増強を図り
活性化をめざす

　大阪市立大学同窓会奈良支部（高橋敏朗支部長）の平
成26年度総会が4月12日（土）、春日野荘（奈良市法蓮
町）で開かれ、約50人が出席。来賓に堀井巌参院議員（奈
良選挙区）らが駆け付け、同窓の絆を強めた。
　総会では、高橋支部長が「奈良県には大阪府に次ぐ
6000人以上の市大卒業生がいる。京滋支部とも連携し、
会を活性化して会員増強を図りたい」とあいさつ。来賓の
宮野道雄副学長は「あべのハルカスに、生活習慣病に対応
する人間ドック施設を、医学部と連携して開設。大阪府立
大との統合は、重なる部分をどう整理するかなどを検討し
ている」と語った。
　児玉隆夫同大同窓会会長、福岡美彦有恒会副会長のあ
いさつの後、柳本もてなしのまちづくり会の北村泰清会長
（昭和34年、経済学部卒）が「地域活性化をめざして」と題
して講演。天理市柳本町の黒塚古墳を中心とした歴史遺
産にろうそくをともす「柳灯会（りゅうとうえ）」など5つの
事業を説明し、「この10年間、多くのマスコミにも取り上
げていただいた。ぜひ柳本を訪れてほしい」と呼び掛けた。
　懇親会には、父が同支部の役員だった堀井氏も参加し、
交流を深めた。

奈良
支部
 未だ忘れぬ
関西への思い

　本学から桐山副学長をお迎えし、本部は福岡副会長（文
昭32）と森本副会長（文昭36）、牧野副会長（経昭44）の3
名、全学同窓会から市村副会長、大学サポーター事務局か
らは荻本事務局長がお越しくださいました。道内は石黒支
部長（経昭29）、久保（商昭35）、佐藤（工昭35）、時川（工昭
38）、奥寺（工昭61）と、幹事の矢橋（経平6）の6名。総勢12
名が集まりました。
　前日が東北支部の総会ということで、大阪から仙台経由
で札幌へお越しいただくツアーとなりました。その行程に
合わせて今回は正午集合、ランチをしながらの総会を試み
ました。このところ平日や週末、夜間など総会開催日時を模
索しております。日曜お昼ならどれほど集まるだろうかと期
待しましたが、さほど効果は無かったようです。顔ぶれも例
年通り。日曜のお昼なら出席できます、という声もあがらず。
　会場は大阪の皆さんの移動を考え、札幌駅真上のホテ
ルにしてみました。最上階に近い36階からの眺望は、秋
晴れもあって石狩湾からススキノまで見通せてお楽しみい
ただけたかと思います。
　前日に阪神が巨人に4連勝して日本シリーズ進出を決
めたこともあり、地元北海道日本ハムファイターズはさて
おき、大阪贔屓で盛り上がりました。

北海道
支部

鹿児島
支部

大阪市立大学同窓会・有恒会全国支部　連絡先一覧

有恒会本部事務局 〒558-8585　大阪市住吉区杉本3-3-138大阪市立大学内
 Tel 06-6605-2087　Fax2088　Email  ：  yukokai@ado.osaka-cu.ac.jp   

※転勤転居、海外赴任等異動の際は下記有恒会本部事務局か支部連絡先へご連絡ください。

国内・支部名 役職 氏名 学部卒年 連絡先（TEL）

大阪市立大学同窓会  北海道支部 支部長 石黒　直文 経昭29 011-859-2002
矢橋潤一郎 経平6 011-611-3225

大阪市立大学同窓会  東北支部 支部長 扇田　孝史 法昭35 022-392-4584
石橋　信勝 法昭44 022-271-3830

東京有恒会 
支部長 深尾愛二郎 経昭44 03-3711-5072

有馬　映也 商昭40 0474-51-6129
浅野　徳一 経Ⅱ平9  090-6533-4805

大阪市立大学同窓会    北陸支部 支部長 誉田　　豊 商昭44 0762-22-4092
堀江　寿郎 商昭52 076-224-3255

大阪市立大学同窓会   愛知支部 支部長 長尾　一彦 商昭58 0565-88-1790
奥田　篤志 経平１ 052-732-5886

有恒会   三重支部 支部長 大野　悠峯 経昭37 080-1603-1733
川﨑　喜宏 商昭37 0595-63-0979

有恒会   京滋支部 支部長 塚本 喜左衛門 経昭46 075-341-1101
藤野　正純 商昭51 075-722-0918

有恒会   大阪北支部 支部長 小林　俊介 法昭44 06-6440-2001
甘田　外成 経昭40 06-6445-4303

有恒会   大阪南支部 支部長 藤森　　貢 医昭30 0745-52-2863
庄司　成彦 文Ⅱ昭62 090-1223-5487

大阪市立大学同窓会   北摂支部 会長 鶴原　常雄 医昭35 072-762-0794
副会長 有本　英一 法昭36 0727-36-1108

大阪市立大学同窓会   神戸支部 支部長 松坂　隆廣 商昭49 0798-54-5895
藤田　隆大 商平10 078-891-8000

有恒会   宝塚支部 支部長 玉置　　裕 商昭39 06-6445-0330
原木　文吉 商昭43 090-6823-1487

大阪市立大学同窓会   奈良支部 支部長 高橋　敏朗 営修昭43 0742-43-6820
一柳　　茂 商昭49 0744-45-2405

有恒会   和歌山支部 支部長 小佐田昌計 法昭43 0736-22-1631
田中　　亨 法昭55 073-441-2261

有恒会   岡山支部 （支部長）梶谷　和幸 商昭45 086-222-5309
小野健太郎 商平5 086-222-5788

有恒会   広島支部 支部長 井上　　道 法平3 082-228-9500
河合　直人 法平11 082-249-4495

有恒会 福山支部 支部長 塚本　義政 法昭53 084-922-5167
塚本　光人 法昭51 084-922-5167

大阪市立大学同窓会   山口支部 支部長 村田　信宏 経昭56 0832-83-0435
吉田　慈孝 理修平11 0836-31-6043

大阪市立大学同窓会   山陰支部 支部長 西田　良平 理昭41 0857-28-5257
平井　直也 法Ⅱ昭57 0857-52-3011

大阪市立大学同窓会   香川支部 支部長 多田   　孜 法昭33 087-862-6884
八代田次郎 経昭37 087-831-1896

有恒会   徳島支部 支部長 大平　恒己 経昭41 088-641-1515
忠津　　聡 工平8 088-532-9101

大阪市立大学同窓会   愛媛支部 支部長 野田松太郎 理博昭44 089-924-0613
浮田　泰昌 経昭54 089-994-2069

有恒会   福岡支部 支部長 岩佐　昌暲 文修昭44 092-715-2554
棟居　秀信 商昭52 092-553-2044

大阪市立大学同窓会   鹿児島支部 会長 平田　宗興 医昭46 099-260-0808
支部長 中村　俊久 商昭47 099-258-0661

海外・支部名 代表者氏名 学部卒年 連絡先（メールアドレス）
上海支部（上海友好会） 平松　　徹 商昭57 hiramatsu.toru@jp.panasonic.com
台湾支部 大寺　容典 経平7 youshun777@hotmail.co.jp
バンコク支部 濱田　洋子 文平2 yokoh51@hotmail.com
ジャカルタ支部 安藤　　恭 生平7 andokyo4292911@gmail.com
シンガポール支部 森田　　宏 商昭45 sky21sin@signet.com.sg
ニューヨーク支部 松井みさき 経平7 misaki.matsui.ny@gmail.com
シドニー支部 祝部　丈夫 商昭39 jyhoori@iprimus.com.au

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部

上
海
支
部（
上
海
友
好
会
）

大阪市立大学
　海外支部
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看
護
と
国
際
化
を
テ
ー
マ
に

「
よ
つ
ば
会
」
講
演
会
開
催

商
友
会
主
催
講
演
会

「
大
阪
を
造
っ
た

五
代
友
厚
」

　
「
よ
つ
ば
会
」
で
は
、
例
年
講

演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
今
回

は
１１
月
８
日（
土
）に
看
護
学
科

学
舎
に
て
同
窓
生
お
二
人
を
講

師
と
し
て
、「
看
護
と
国
際
化
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。
大
阪

市
立
医
学
部
附
属
看
護
専
門
学

校
４３
期
生
で
、
現
在
は
地
方
独

立
行
政
法
人
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー　

外
来
副
看
護
師

長 

兼
国
際
診
療
科
に
ご
勤
務
の

新
垣
智
子
さ
ん
に
「
異
文
化
の

人
々
と
協
働
す
る
国
際
看
護
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
通
訳
件
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
通
訳
内
容
で
は
、

診
察
お
よ
び
会
計
で
の
内
容
が

多
い
こ
と
な
ど
を
実
際
の
診
療

場
面
の
写
真
と
共
に
紹
介
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
は
、
法
律
と

関
わ
る
医
療
ケ
ー
ス
の
多
さ
な

ど
、
治
療
方
針
の
決
定
に
は
文

化
の
違
い
や
祖
国
と
の
医
療
シ

ス
テ
ム
の
違
い
も
大
き
く
影
響

し
、
改
め
て
日
本
の
医
療
制
度

　

平
成
２６
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
企
画
と
し
て
、
１１
月
３
日

（
祝
）杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
情

報
セ
ン
タ
ー
１
階
に
て
、「
大
阪

を
造
っ
た
五
代
友
厚
」
と
題
し

て
、
柴
田
洋
氏（
昭
和
５７
年
商
学

部
卒
）に
よ
る
商
友
会
主
催
の
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

五
代
友
厚
は
、
大
阪
市
立
大

学
の
前
身
で
あ
る
大
阪
商
業
講

習
所
を
明
治
１３
年（
１
８
８
０

年
）に
創
設
し
て
お
り
、
市
大
の

創
始
者
と
し
て
市
大
の
歴
史
を

語
る
際
の
出
発
点
と
な
る
。

工
学
部
同
窓
会
、

工
学
部
と
共
催
で

講
演
会
開
催

　

工
学
部
同
窓
会
で
は
、
工
学

部
と
連
携
し
て
「
在
学
生
工
場

見
学
会
」
を
実
施
し
て
き
て
い

る
が
、
今
年
よ
り
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
「
工
学

部
新
任
・
若
手
教
授
に
よ
る
講

演
会
〜
私
の
研
究
が
目
指
す
も

の
〜
」
を
工
学
部
と
共
催
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
年
は
、
１１
月
３
日
の
１４
時

３０
分
か
ら
１６
時
２０
分
ま
で
工
学

部
Ｇ
棟
中
講
義
室
で
開
催
さ
れ
、

卒
業
生
５０
余
名
が
参
加
し
た
。

電
子
物
理
工
学
科
教
授
の
金
大

貴
先
生
が
「
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
ナ
ノ
粒
子
」
と
題
し
て
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
礎
と
な

る
半
導
体
ナ
ノ
粒
子
の
魅
力
と

新
し
い
物
性
や
機
能
の
創
生
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。
続
い
て
、

化
学
バ
イ
オ
工
学
科
教
授
の
堀

邊
英
夫
先
生
が
「
永
久
ヒ
ュ
ー

ズ
用
材
料
の
開
発
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
、
金
属
や
カ
ー
ボ
ン

ブ
ラ
ッ
ク
を
充
填
し
た
高
分
子

で
現
れ
る
、
温
度
上
昇
と
と
も

に
電
気
抵
抗
が
急
増
す
る
現
象

と
永
久
ヒ
ュ
ー
ズ
へ
の
応
用
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
、
旧
教
養
部

生
協
食
堂
で
催
さ
れ
た
懇
親
会

に
講
師
の
両
先
生
も
参
加
さ
れ
、

卒
業
生
を
交
え
て
歓
談
に
花
が

咲
い
た
。

（
東
恒
雄
・
機
昭
４１
卒
・
理
事
）

　

明
治
維
新
の
上
級
武
士
で
あ

る
五
代
は
、
天
保
６
年

（
１
８
３
６
年
）鹿
児
島
に
生
ま

れ
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
航
海

術
・
砲
術
を
学
び
、
２４
歳
で
高

杉
晋
作
と
と
も
に
上
海
に
渡
り
、

１
８
６
５
年
に
は
森
有
礼
な
ど

俊
英
１５
名
を
選
抜
し
英
国
留
学

を
果
た
し
、
殖
産
興
業
へ
日
本

を
近
代
国
家
に
導
い
た
。
特
に
、

大
阪
に
留
ま
り
、
大
阪
証
券
取

引
所
や
大
阪
商
工
会
議
所
、
大

　

そ
の
他
、
平
成
２５
年
度
決
算
及
び
監
査
報
告
、
平
成
２６
年

度
活
動
報
告（
案
）並
び
に
予
算
案
、
役
員
改
選
等
の
関
係
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
本
年
度
の
取
り
組
み
案
件
の
一
つ
と
し
て
「
五

代
友
厚
の
生
誕
１
８
０
周
年
を
迎
え
て
銅
像
建
立
計
画
」
が

紹
介
さ
れ
た
。

１
広
報
・
P
R
、
協
力
要
請
活
動

 

①
全
学
同
窓
会
会
報
紙
の
発
行

（
年
３
回
、
１
・
５
・
９
月
）

 
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
・
充
実

 

③
各
支
部
総
会
へ
の
出
席
、
Ｐ
Ｒ
、協
力
要
請

④
在
学
生
へ
の
P
R
活
動

２
在
学
生
支
援

 

①
就
職
支
援
・
進
路
相
談

 

若
手
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
会
等
：
公
務
員
、
教
員
、

民
間

 

②
国
際
力
強
化
支
援

　
　

海
外
支
部
と
の
連
携
協
力
：
留
学
等
海
外
支
援

 

③
公
開
講
座
支
援

　
（
商
経
講
座
、
理
工
系
講
座
支
援
）

３
大
学
支
援

 

夢
基
金
寄
付
募
集
協
力
等

４
全
国
各
支
部
同
窓
会
支
援

 

全
国
24
支
部
へ
県
別
名
簿（
合
計
６
３
１
３
４
件
）

を
提
供
し
、
支
部
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　

１１
月
３
日
、
定
期
総
会
が
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ー
に
合
わ
せ

て
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
２６
年
度
の
活
動
計
画
は
次
の
通
り
。

平
成
26
年
度
定
期
総
会
を
開
催

の
充
実
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
市
立
保
健
専
門

学
校
４４
期
生
で
、
現
在
は
西
成

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
保
健

師
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
長
尾

尚
子
さ
ん
に
は
、「
国
際
化
社
会

と
大
阪
市
の
保
健
師
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
で
の
活
動
の

紹
介
と
と
も
に
、
大
阪
市
に
お

け
る
国
際
化
の
実
態
や
現
在
行

わ
れ
て
い
る
母
子
保
健
分
野
で

の
政
策
と
し
て
他
国
語
で
の
母

子
手
帳
の
発
行
や
母
子
支
援
、

乳
幼
児
健
診
の
実
際
が
わ
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
支
援
で

の
重
要
な
点
と
し
て
相
手
の
文

化
的
背
景
を
知
る
事
や
相
手
の

望
む
支
援
と
望
ん
で
い
な
い
が

必
要
な
支
援
を
考
え
る
こ
と
の

必
要
性
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
講
演
内
容

は
好
評
で
、
同
窓
生
の
活
動
が

わ
か
り
元
気
が
出
た
、
感
激
し

た
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
同
窓
生
の
活

躍
や
活
動
を
発
信
で
き
る
講
演

会
の
必
要
性
を
感
じ
つ
つ
、
閉

幕
し
た
。

（
松
本
美
知
子
）

阪
造
幣
局
を
は
じ
め
、
大
阪
製

銅
会
社（
現
・
住
友
金
属
工
業
）

も
設
立
し
、
大
阪
財
界
を
造
り

上
げ
た
人
物
と
し
て
、
東
京
の

渋
沢
栄
一
と
並
び
称
さ
れ
て
い

る
。

　

五
代
は
、
大
阪
財
界
の
父
と

呼
ば
れ
、
１
８
８
５
年
に
４９
歳

の
若
さ
で
他
界
し
た
が
、
大
阪

だ
け
で
な
く
日
本
経
済
の
礎
を

築
い
た
。

（
大
西
基
勝
・
商
昭
52
卒
）

テーマ：国際の学生交流と日中友好
会　期：2015年3月27日～29日
会　場：上海大学内展示場
共　催：大阪市立大学大美術部「青桃会」
　　　　大阪府立大学美術部「翠稜会」
　　　　上海大学「書鏡山房協会」
後　援：大阪市立大学国際センター

◉市大青桃会は第60回特別記念展として実行
市大美術部
「青桃会」

「日中友好と上海展覧会」開催のお知らせ
『第1回日中大学学生芸術交流展』

◉
同
窓
会
は
3
年
目
に
入
る
。

　
「
冠
」を
大
阪
市
大
同
窓
会
に
代
え
る
支
部
が
増
え

つ
つ
あ
り
、全
学
ベ
ー
ス
の
基
点
と
し
て
間
も
な
く

ス
タ
ー
ト
す
る
同
窓
会
館
に
期
待
し
た
い
。

◉「
新
・
公
立
大
学
」大
阪
モ
デ
ル
が
策
定
さ
れ
た
。

　

大
阪
府
大
と
の
共
同
作
業
で
あ
り
、今
後
の
更
な

る
連
携
強
化
を
目
指
す
。　　
　
　
　
（
編
集
人
）

◇編集後記◇

　

我
が
医
学
部
は
昭
和
３０
年
、

市
立
医
大
か
ら
大
阪
市
立
大
学

に
編
入
さ
れ
翌
年
新
病
館（
北

館
）が
竣
工
、
基
礎
学
舎
西
館
も

増
設
さ
れ
３３
年
大
学
院
開
設
、

３６
年
に
ガ
ン
セ
ン
タ
ー（
南
館
）

が
竣
工
、
着
々
と
そ
の
施
設
と

内
容
に
充
実
の
一
途
を
た
ど
る
。

元
も
と
大
阪
市
南
部
の
医
療
拠

点
と
し
て
多
く
の
患
者
が
訪
れ
、

外
来
入
院
共
大
正
１４
年
以
来
の

本
館
と
北
館
で
の
対
応
が
限
界

を
超
え
つ
つ
あ
っ
た
。
市
議
会

は
第
二
新
館（
東
館
）増
築
の
予

会員
コーナー稿投

田
中
祐
尾  

（
医
昭
44
年
卒
）

大
阪
市
立
大
学

医
学
部
の
歴
史
Ⅲ

算
を
計
上
。
４２
年
に
最
先
端
医

療
を
目
指
す
東
館
が
竣
工
し
市

民
の
切
望
に
応
え
た（
写
真

①
）。

※「
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
の
歴
史
」は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

４３
年
秋
、
か
ね
て
内
紛
中
の

医
局
改
革
運
動
が
青
医
連
・
大

学
院
・
一
部
教
員
を
巻
き
込
ん

だ
教
授
会
と
の
全
面
対
決
と
な

る（
写
真
②
）。
学
生
教
員
は
ス

ト
の
の
ち
、
他
学
の
学
生
、
市

大
厚
生
学
院
生
徒
ま
で
を
引
き

入
れ
基
礎
学
舎
及
び
一
部
病
院

施
設
の
封
鎖
な
ど
所
謂
大
学
紛

争
へ
と
進
展
す
る
。
基
礎
学
舎

の
入
り
口
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
、
内
部
に
立
て
籠

も
っ
て
い
た
行
動
派
１０
数
人
は

赤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
白
衣
を
纏
い

４４
年
９
月
２２
日
夕
刻
附
属
病
院

北
館
東
北
角
に
あ
っ
た
旭
町
一

丁
目
派
出
所
を
襲
撃
、
火
炎
瓶

に
よ
り
炎
上
さ
せ
た（
写
真

③
）。
医
学
部
学
生
は
そ
の
後
必

死
で
白
衣
姿
は
自
分
た
ち
で
な

い
と
宣
言
し
た
。
遂
に
、
機
動

隊
が
基
礎
学
舎
へ
突
入
し
全
封

鎖
を
解
除
、
立
て
籠
も
り
の
大

部
分
は
遁
走
し
た
が
数
名
の
逮

捕
者
が
出
た
。

　

筆
者
の
学
年
は
真
と
も
に
卒

業
年
と
紛
争
が
重
な
っ
て
卒
業

試
験
を
受
け
ら
れ
ず
、
卒
業
は

翌
４５
年
９
月
、
国
家
試
験
も
延

期
と
な
っ
た
。
遁
走
し
た
人
た

ち
は
そ
の
後
社
会
復
帰
を
果
た

し
た
が
、
法
に
裁
か
れ
た
人
た

ち
を
含
め
、
未
だ
当
時
の
被
害

者
に
一
言
の
釈
明
も
贖
罪
の
言

も
な
い
。
彼
ら
が
頻
り
に
唱
え

た
「
総
括
」
が
宙
に
浮
い
た
ま

ま
で
あ
る
。
ぼ
つ
ぼ
つ
半
世
紀

を
経
て
、
う
や
む
や
の
ま
ま
共

に
老
齢
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

　

１
年
余
り
の
紛
争
は
あ
っ
け

な
く
終
末
を
迎
え
、
医
局
制
度

そ
の
も
の
に
大
き
な
後
遺
症
を

残
す
が
、
表
面
上
は
何
ら
著
変

無
く
、
全
大
阪
市
の
医
療
拠
点

と
し
て
益
々
巨
大
化
す
る
大
学

附
属
病
院
は
平
成
４
年
に
前
記

施
設
の
す
べ
て
が
現
在
の
１８
階

建
て
総
合
病
院
と
医
学
部
ビ
ル

に
生
ま
れ
変
わ
り（
写
真
④
）、

ほ
ぼ
同
時
に
建
っ
た
都
島
の
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
が
北
の
拠
点

と
し
て
活
動
し
つ
づ
け
て
い
る
。

３６
年
医
学
部
卒
で
当
時
の
環
保

局
長
、
後
に
二
期
大
阪
市
長
を

務
め
た
関
淳
一
氏
の
議
会
へ
の

影
響
力
が
大
き
く
、
彼
が
実
質

的
な
設
計
図
を
描
い
た
と
い
っ

て
よ
か
っ
た
。

　

現
在
医
学
部
の
定
員
は
９０

名
。
近
く
１
０
０
名
を
目
指
し

て
い
る
。

②44年3月臨床講堂での青医連・医学
生・教員・厚生学院ら医共闘と山本馨
医学部長（白髪）・小谷勉病院長側と
の団交

③
44
年
９
月　

襲
撃
さ
れ
た
附
属
病
院

角
、旭
町一丁
目
派
出
所

④
平
成
５
年
新
装
な
っ
た
医
学
部
と
附

属
病
院
ビ
ル
。竣
工
時
病
院
建
築
に
つ

い
て
の
起
債
３
８
２
億
、基
金
91
億
、

市
費
１
３
３
億
余
円

①
昭
和
42
年
の
医
学
部
と
附
属
病
院
の

全
景
。手
前
弯
曲
し
た
７
階
ビ
ル
が
北

館
。奥
の
ヨ
の
字
型
３
階
建
て
が
本
館

（
旧
館
）。横
隣
７
階
建
て
が
新
築
の
第

二
新
館（
東
館
）。奥
が
基
礎
医
学
舎
。
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